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獨孤及｢弔道殣文井序｣考
石　村　貴　博
本稿は,中国古典文学の一文体の変遷について論じるものである｡研究
分野でいえば文体研究に属するのだが,中国古典文学の文体研究は,作家
の叙述法やその傾向を分析する｢文体論｣と異なり,例えば｢記｣や｢論｣
といった文章の様式を適時的に展望して,その様式の特徴や変遷を明らか
にするものである｡中国古典文学における文体研究については,すでに祷
1)
斌傑『中国古代文体概論』 (北京大学出版社　一九八四年)があり,必読
文献となっている｡しかしこの研究は,すべての文体を逐一見ているわけ
ではなく, 『文苑英華』や『文体明弁』などの文体別総集をもとにして文
体の特徴やその変遷を述べているようである｡そのため,ある文体につい
て『全上古三代秦漠南北朝文』 『全唐文』 『四庫全書』 『四部叢書』などか
ら拾い出して,その作品群を逐--精読していけば,椿斌傑氏の論旨や見解
と異なる結論に達することもありえるだろう｡そう考えて,数ある文体の
中から, ｢弔文｣という文体を選び出し分析している｡
｢弔文｣に着目した理由は二つある｡ひとつは作品の分量が適度であっ
たため,いま一つは, ｢弔文｣が哀祭文の中で特殊な存在であるためだ｡
哀祭文は亡くなった人物を弔うものである｡ ｢弔文｣も死者を弔う文体で
あるが,それを主旨としない｡才能を持つ人物が不遇をかこったことを強
調し,類似した境遇にある自らの正当性を主張するところに主眼がある｡
この特異な哀祭文｢弔文｣は,どのようにして生まれ,どのようにして展
開してきたのか｡それを明らかにすべく,筆者は以前陳子昂の｢弔文｣に
2)
ついて論じたことがある｡
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本稿で扱う盛唐の古文家濁孤及の｢弔道殖文井序｣ (『毘陵集』巻一九)
は, ｢弔文｣の中でもさらに特異な存在である｡ ｢弔文｣は貫誼｢弔屈原文｣
を濫腸とするため,ほとんどすべての｢弔文｣が『楚鮮』の影響を受けて
いる｡しかし,今回取り上げる独孤及｢弔道殖文井序｣は, 『詩経』の影
響を受けており,旬形や主題の点において従来の｢弔文｣と大きく異なっ
ている｡なぜ独孤及はこのような｢弔文｣を書いたのだろうか｡
一　滴孤及｢弔道殖文井序｣
まず,濁孤及の伝記を簡単におさえておきたい｡濁孤及(七二五一七七
七),字は至之,洛陽の人｡天宝十三載(七五四),洞暁玄経科対策に合格
し,華陰尉となった｡安藤山の乱により越州に逃れ,乾元元年(七五八)
に漸東節度使の幕下に入る｡上元元年(七六〇)に江涯都統掌書記とな
り,宝応元年(七六二)湖州武康令にうつる｡広徳元年(七六三)に左拾
過,同二年(七六四)に太常博士となり,礼部員外郎,吏部員外郎を歴任
した｡大暦三年(七六八)に濠州刺史,同五年(七七〇)に静州刺史,同
八年(七七三)に常州刺史となり,同十二年(七七七)に亡くなった｡
｢弔道程文井序｣は,湖州武康令の頃に作られたものである｡劉展の乱
を避けて洪州に逃れていた濁孤及は,住民の半分が死ぬという悲惨な光景
を目の当たりにした｡その惨状は『旧唐書』代宗紀の宝応元年(七六二)
に｢是の歳,江東大いに疫し,死する者半ばを過ぐ(是歳,江東大疫,死
者過芋)｣とある｡もともとこの地方は劉長卿｢送王端公人奏上都｣ (『全
つ
唐詩』巻147)に｢行ゆく昔に顧問を蒙るべし,呉楚歳ごとに頻りに磯う
(行普蒙顧問,呉楚歳頻磯)｣とあるように,度々飢健が起こるところで
はあったが,この時は運の悪いことにその翌年疫病が追い打ちをかけた｡
その序文にはこうある｡ ｢辛丑歳(上元二年･七六一)大いに早り,≡
う
呉磯うること甚だしく,人びと相ひ食らふ｡明年(宝応元年･七六二)大
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いに疫し,死する者十に七八｡城郭邑居,之が為に空虚なり｡而して存す
し
る者食無く,亡き者棺残悲哀の送無し｡大抵其の父母妻子と錐も,亦た其
しとう
の肉を咲ひて其の骸を田野に棄つ｡是に由りて,道路骨を積み,相ひ支揮
ちんせきあま
枕籍する者二千里に禰ねし｡春秋己来書かず｣
三呉地方(呉輿･呉郡･丹陽の長江下流域)は上元二年(七六一),大
飢健が起こり,人々が食らいあう惨状を里していた｡その上に疫病が流行
し,甚大な被害を受けた｡父母妻子が亡くなっても,死者を枢に入れるこ
とも葬ることもなく,その肉を食らい,その亡骸を田野に棄ててしまうほ
どだった｡そのため道路には骨が山となっていて,その死体は二十里に及
んだという｡このような惨状は『春秋』以来はじめてだとする｡
ある人が言う｡県官が安線山の乱や飢鐘の弊害に対処し,災害を未然に
防ぐべく緊急に食べ物の施しを行おうとした｡人々を苦しめているのは政
治である,と｡この｢師旅飢健｣は『論語』先進の｢之を加ふるに師旅を
以てし,之に因るに飢健を以てす(加之以師旅,因之以飢健) ｣に基づく｡
序文では次いでこのようにいっている｡
はら
｢戎ひと麟官　師旅･飢健の弊に廃すと謂ふ｡宜しく災を未然に穣ふべ
しんじゅつ
く,既に時ならずして将に賑卿(すくう)せんとす｡又之を苦しむるに
梓軸を以てす｡故に是に及ぶ｡及(猫孤及)は以て然らずと為す｡陽九の
厄に普たり,陰陽　錯はりて災珍　降る｡天なり｡人に非ざるなり｡｣
今回の早と疫病を人災だという意見に対して,猫孤及は天命という｡
｢大きな災害の時は,陰陽が交わって禍が起こる｡天であり,人為ではな
い｣と述べる｡
そして終結部に｢是に於いて延陵の包倍｢道殖文｣を作る｡蓋し小雅｢雲
ひ
漢｣の流れならん｡及(濁孤及)も亦た斐然(したがう)として戯弔し,
且つ之を運命と告げて云ふ｣とある｡これによって,濁孤及の｢弔文｣は,
包倍(七二七一七九二)が書いた｢道程文｣にあわせて作ったものとわか
る｡包借は天宝六載(七四七)の進士で,兄の包何とともに二包と呼ばれ
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た文壇の有力者である｡当時,安藤山の乱のため江南に逃れていた｡包倍
の書いた｢道程文｣は今伝わらないが,濁孤及によると, 『詩経』小雅｢雲
漠｣の流れを受け継ぐものであったそうだ｡そのため,包借｢道程文｣に
追随した濁孤及｢弔道程文井序｣には, ｢雲漢｣をはじめ『詩経』を意識
した旬が散見される｡なお,序文の｢/ト雅雲漠之流｣は｢大雅｣の誤りと
思われる｡濁孤及｢弔道理文井序｣と｢雲漢｣の句数が近いのも偶然では
あるまい｡濁孤及｢弔道程文井序｣が全八四句,このうち四言旬が八〇旬
で五言旬が二句,七言旬が二旬)であり, 『詩経』大雅｢雲漠｣は全人○
句である｡
本文を三段に分けて述べてゆきたい｡
八風　和ならず,六気　均しからず｡上天　疾く威あり,大層　存りに
藻る｡災をして流行せしめ,斯の人を珍残す｡北のかた准折自り,海隅に
さつさようこん
達す｡札疲(疾病で死ぬこと)　夫昏
どくは
毒痛(病む)なり｡密綱を蹟むに匪ず,
りんしょ
飢健喪を降し,姶背(ひきつづいて)
ああ
て世に寄す,親か速客に匪ざらん｡嵯
はね
(若死にすること)して,亦た既に
かんほ
荏蒲(おぎとがま)に握るに匪ず｡
ほ
して以て鋪す｡人　生れながらにし
爾が厳命,天年　逼迫す｡生きて
きよう　し
其の口を糊せず,死して其の髄を掩はず｡境野荘荘として,僅P (死骸)
そうこう
東泉たり｡髄健　陣喋(高くけわしい)として,堆の如く底の如し｡里
つ
開　梱無く,雑犬　之より去る｡死は爾の所に非ず,鬼すら其れ骸う｡
飢健の状況を述べる段である｡ ｢上天疾威｣は｢召受｣の｢莫天疾威｣,
｢大層青りに操る｣は｢雲漠｣の｢飢健薦珠｣をふまえる｡ ｢珍残｣は｢絶
やす｣という意味である｡ ｢飢僅　喪を降し｣は同じく｢雲漠｣の｢降喪
飢健｣をもとにしており, ｢檎背して以て舗す｣は小雅｢雨無正｣の｢倫
背以鋪｣をふまえる｡また, ｢抑｣に｢無給背以亡｣, ｢小異｣に｢無給背
以敗｣とある｡ ｢雲漠｣ ｢召莫｣ ｢雨無正｣ ｢抑｣ ｢小量｣がいずれも｢変
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雅｣とされる作品であることが注目に値する｡ ｢変雅｣とは『詩経』小雅
のなかで,王道や道徳の衰えた時代の作とされる｡そのような作品の言葉
を用いることによって,濁孤及は今の世が王道の衰えている時代であると
暗に示しているのだろう｡
次の段は,過去の惨状を挙げて,現状と比較する｡
とも
水は歴陽を陥れ,貴賎　同に傾く｡秦　遭卒を坑し,長平に内填す｡賓
おほなんす
に天　傭ならず,禍　京ひなる莫しと謂ふ｡爾　復た胡為れぞ,無事　命
ようあつ
井す｡将に之を夫閑(若死に)せんとし,則ち生きること勿からんとする
はなは
が如し｡穀を司るの柄は,軌か孔だ明らかと云はん｡
伊れ昔　太古にして,上元　之に同じ｡天に鞠凶無く,物に庇腐無し｡
父は　子を喪せず,兄は弟を突せず｡亦た華背有り,民寿は千年なり｡陰
ち
陽　常に和し,玉燭　常に然ゆ｡
彼れ何人ぞ,両も斯の時に生まる｡聖人　既に興り,大盗　亦た随ふ｡
外戸反って閉ぢ,賢愚　相ひ欺く｡我が先王乃ち五兵を作り,固より己む
を得ずして之を用ふ｡尭舜　既に殺し,揖譲　侍はらず｡黄鋪白旗,之を
わさわい
天に鷹ずと謂ふ｡徳乃ち下哀し,千曳相ひ連ぬ｡陽九秩興し,災凶　纏
午(連年)なり｡鳥皆夜鳴き,人　其の全きを失ふ｡食轟き力疲れ,死を
道連に守る｡予自り後れず,爾自り先んぜず｡常世一時,運　固より然る
有り｡
洪水が歴陽を襲い,貧民も貴人も危機に陥る｡秦の白起は,超の降卒を
長平に穴埋めした｡ ｢章夫不備｣は｢節南山｣の｢受天不備｣を意識して
おり,罪なき人が命を落とすことをいう｡この状態は上元の今も同様だと
述べる｡安藤山の乱が起こるまでは平和であった｡大きな禍はなく,年少
者が年長者より先に亡くなることはなかった｡だから父が子どものために
喪を行うことはなく,兄が弟のために突する必要がない｡平和な土地があ
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り,民の命は千年にもなる長寿を誇るほどである｡陰陽は常に和し,四時
の運気もしかるべき状態にあった｡
その安楽を破壊したのが安緑山の乱である｡ ｢彼れ何人ぞ,両も斯の時
に生まる｣は安藤山を言う｡これは変小雅｢何人斯｣をふまえている0
孔子と盗跡のように,聖人が現れると同時に盗賊も現れる｡外の扉は閉
めるようになり,賢人も愚人もだましあうようになるという｡
｢我が先王｣である玄宗は武器を作り,やむを得ずそれを用いた｡聖人
の尭舜は既に亡くなり,禅譲は伝わらない｡戦いは天命であると言う｡安
藤山の乱のために,徳が衰え戦乱が相次いだ｡だから禍が起こり,凶年に
続いて疫病が流行したとする｡序文で｢陽九の厄に督たり,陰陽錯はりて
災珍　降る｡天なり｡人に非ざるなり｣というものの,濁孤及はやはりこ
の災害を人災だと考えていたことがうかがえる｡
｢予自り後れず,爾自り先んぜず｣は,小雅｢正月｣の｢父母　我を生
や
む,胡ぞ我をして痛ましむる,我自ら先んぜず,我自り後れず(父母生我,
胡倖我癒,不日我先,不自我後)｣をふまえたものであり, ｢騒乱の時は自
分より先に来ず,自分の後にも来ない｡ちょうど今が騒乱の時である｣と
いう意味である｡ ｢癒｣は｢病｣と注する｡
そして終結部で, ｢帝　法官に在り,下民に晴間す｡青旗鷲略,時に惟
新せしむ｡叶風和布し,天下皆春なり｡爾往　及ぶこと莫く,骸を窮塵に
す
委つ｡命　問ふべからずや,鳴呼蒼臭よ｡｣という｡帝である粛宗は,正
殿にいて民に下問する｡戦いに使う青い旗や天子の車は新しくなった｡民
は和合し天下は春である｡しかしそれはその後ここまで及んでおらず,敬
が黄泉に放置されている｡天命を問わずにいれようか｡
以上見てきたことから分かるように,濁孤及｢弔道程文井序｣には,全
篇にわたって『詩経』の詩句が散見していて,しかもそれはすべて変雅と
呼ばれる詩である｡このことから,濁孤及が｢弔道程文井序｣を作るにあ
たって,彼が直面した情景を,変雅に見える末世に重ね合わせていること
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が窺える｡
猫孤及｢弔道程文井序｣が特異なのは『詩経』に基づくことだけではな
い｡ほかの｢弔文｣と様式が異なるのである｡ ｢弔文｣の特色は次の五点
と指摘できる｡
(1) ｢弔～ (文)｣と題す｡ 『楚静』の句形,偶数句末の押韻, (2)才
能を持つ人物がしかるべき立場や身分を得ないことを嘆くこと, (3)磨
史上の人物を弔うこと, (4)自らの感懐や処世観を述べるために対象を
弔うこと, (5) ｢想弔｣｡墓や古跡などに立ち寄ったことを作品の導入に
すること｡
ほとんどすべての｢弔文｣が(1)に合致する｡残りの四点は,すべて
の｢弔文｣がこれらの特徴を備えているわけではないが,この中の何点か
の特徴を備えていることが多い｡たとえば猫孤及とほほ同時代の欧陽磨
｢弔九江駅碑材｣は, (3)を除いてすべての特徴を備えている｡以上五
点の特徴のうち,濁孤及｢弔道程文井序｣はこれらの特徴をほとんど備え
ておらず,合致するのは｢弔～｣と題することだけである｡この点からみ
ても,濁孤及｢弔道程文井序｣が｢弔文｣の中において特異な存在である
ことが分かる｡
濁孤及｢弔道程文井序｣の特異性は,猫孤及が古文家であることと考え
あわせると興味深い｡古文家は｢古に復る｣ことをスローガンに掲げてい
る｡ほかの古文家の｢弔文｣が,貢誼｢弔屈原文｣に基づくのに対して,
濁孤及｢弔道程文井序｣は基づくところがない｡買誼｢弔屈原文｣は『文
選』に入っており,後世の｢弔文｣の規範になっている｡科挙合格者の濁
孤及が貢誼｢弔屈原文｣を知らなかったということはあり得ないだろう｡
猫孤及が基づいたのは『詩経』の｢雲漠｣だった｡むろん序文で述べる
ように,この｢弔文｣は包倍の｢道程文｣にあわせて作ったものであり,
濁孤及個人の考えだけで出来たものではないが,特異であることにはちが
いない｡なぜ｢雲漠｣に基づいているのか｡それを探るために,次章で｢雲
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漠｣を見ていきたい｡
大雅｢雲漢｣と変雅
前章で濁孤及｢弔道殖文井序｣が大雅｢雲漠｣と変雅に基づくところの
多いと指摘した｡そこで,本章では大雅｢雲漠｣と変雅に触れておきたい｡
『詩経』大雅｢雲漢｣は,周の宣公が大早の禍にあったときのことを詠じ
た詩である｡成立年代は周の宣王の為政時から周の束遷前後とされる｡宣
王は父の属王の追放を受けて跡を継いだ人物である｡父の失政を挽回し,
内証や禍を収めようと努めるなかで,大草が西周を襲った｡小序には, ｢雲
漠は,仰叔　宣王を美むるなり｡宣主　席王の烈しきを承け,内に乱を擦
わぎわい
するの志有り｡泉に遇ひで勝る｡側身修行し,之を鋳ませんと欲す｡天
下　王化　復た行はるるを喜ぶ｡百姓　憂ひを見て,故に是の詩を作るな
り(雲漠,仰叔美宣王也｡宣王承属王之烈,内有擬乱之志｡過央而健｡側
身修行,欲鈴去之｡天下書於王化復行｡百姓見憂,故作是詩也) ｣とある｡
ひでり
冒頭の仇叔は周の大夫である｡早に直面した宣王は,群臣を紀り自ら
の食事を減らして雨が降ることを願った｡しかしその祈りは届かず,早は
続く｡早に苦しむ宣王は,天の川を見上げ,なぜ雨を降らせないのかと問
いかける｡行うべき事はすべて行ったが,それでも雨は降らないと欺く｡
｢周代の天は,有徳の為政者に幸いを,不徳の為政者には災いをもたら
ものだとされる｡ ｢徳を修めることによって災いは避けることができ
と考えられ,失政があれば天が災害のかたちをとって天子に告げる｡
つまり何か災害が起こるのは天の議告と理解されるのだ｡ ｢天下　王化
復た行はるを喜ぶ｣とされた宣王は, ｢不徳の為政者｣ではないはずだが,
現実に災害は起こっている｡そのため宣王は天に自らの失政に原因がある
のかと問うのである｡詩は全八草,第一草は宣王の嘆きである｡
たくああ
｢悼(はるか)たる彼の雲漠,昭らかに天に回る｡王日はく,於乎　何の
｣｣
; : ･す　1る
濁孤及｢弔道殖文井序｣考　　213
つみしきいた
聾ありてか今の人,天喪乱を降し,磯健薦りに凍る｡神として奉げざるは
なおおなん
牽く,斯の牡を愛しむ廃し｡圭壁　既に卒はり,寧ぞ我を聴くこと莫き(悼
彼雲漠,昭回干天｡王日,於乎何章今之人,天降喪乱,磯健薦藻｡廓神不
翠,廓愛斯牡｡圭壁既卒,寧莫我聴)｣
下士が乱れ,祭紀を尽くしても受け入れられないことを嘆く｡宣王は天
の川を仰ぎ見て言う｡何の罪があって私たちに天は災害をもたらすのか｡
飢健は何度となくやってくる｡すべての神々を紀り,犠牲の動物も惜しま
なかった｡祭紀に用いる圭壁もすでに尽きた｡どうして私の真心を聞き入
れてくれないのか｡
この詩篇は宣王が｢雲漠｣を仰ぎ自らに非があるか否かを問うと判断し
たものである｡第二章は宣王が雨乞いのために様々な祭紀を行うようすで
ある｡
うんりゅうちゅうちゅういんした
｢早　既に太甚だし,薙隆たる鹿島(むしあっいきま)｡疎紀を珍たず,
ゆてんえ か
郊より宮に狙く｡上下に莫癒し,神として宗ばざるは廓し｡后稜克たず,
こうとあ
上帝臨まず｡下士を耗教(衰えさせる)し,寧ぞ我が窮に丁たらん｡ (早
既太甚,蕗隆鹿島｡不珍種紀,自郊狙宮｡上下莫唾,廓神不宗｡后稜不克,
上帝不臨｡耗教下士,寧丁我窮)｣
早の惨状を歌い,雨乞いの祭紀を行っても后横や上帝が受け入れないこ
とを嘆く｡すべての神をまつったが,それでも雨が降らない｡集塵とは,
祭祀の際に,圭壁を置き,いけにえとなる生き物を埋めることである｡以
下,第三章では,先祖の祭紀が途絶えようとしていると欺き,第四章,第
五章と先祖の助けを求める｡ここでは省略する｡
第六章は日照りの理由を自問自答する｡この大草が,自らの為政に起因
するのかと問うている｡
びん/ミんや
｢早　既に太甚だし,阻勉して畏れ去らんとす｡胡ぞ寧ち我を痛ましむる
かつみのりはや
に早を以てする｡僧て其の故を知らず｡年を祈ること孔だ夙く,方社
莫からず｡芙天上帝,則ち我を虞れず｡明神を敬恭せば,宜しく悔怒無か
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るべし｡ (早既太甚,阻勉畏去｡胡寧噴我以早.慣不知其故｡祈年孔夙,
方社不英｡莫天上帝,則不我虞｡敬恭明神,宜無悔怒｡)｣
第七章は臣下の窮状を欺き,終結部である第八章では,大草の理由を天
に問う｡
祭紀に過失のないことを確かめ,人事を尽くして安寧を希求する｡特に
第六章で自問自答し,七草で臣下の窮状を嘆くことによって,自らに過失
がないことを明らかにし,この災害の是非を天に問うているのだ｡
猫孤及の直面した状況は｢雲漠｣に類似しているo濁孤及は,周の属王
を唐の玄宗に,周の宣王を唐の粛宗に重ね合わせているのではないだろう
か｡属王は暴虐な君主で,衛国の盛に命じて民を監視させ,誹誇するもの
てい
がいると殺させたという｡たまりかねた周の人々が蜂起すると,属王は最
(現在の山西省雀県の東北)に流され,そのあと周公と郭公が共同で政治
を行った｡腐王が鹿で没したあと,即位したのが太子の静,宣王である｡
一方,玄宗は在位初期には為政に励んでいたが,天宝年間になると享楽
や奮修にはしるようになった｡楊貴妃を寵愛し,その兄である楊国息を宰
相にするなど,乱れた政治をおこなうようになった｡安禄山の乱がおこ
り,天宝十五載(七五六)六月,玄宗は楊貴妃らと菊に逃れた｡苛に向か
う途中,馬蒐駅で護衛の兵士によって楊国忠･韓国･楊貴妃らが殺され
た｡七月に太子李亨が即位し,粛宗となった｡乱がおさまった至徳二年(七
五七)十二月,玄宗は長安にもどったが,輿慶宮に生涯幽閉された｡
屑王が玄宗と類似しているのは,乱れた政治を行ったこと,都を離れて
別の地に逃れたこと,別の地に逃れて間に(あるいは別の地で没したあ
と),息子が即位したこと,政権の座にもどることがなかったことである｡
このことから,濁孤及が寓王を玄宗に,宣王を粛宗に重ね合わせているの
は明らかであろう｡
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｢弔｣の字義と｢弔文｣
緒言や第一章でもすでに触れたように,濁孤及｢弔道程文井序｣は｢弔
文｣の流れの中で見ると特異な存在である｡徳に『詩経』に淵源を持つこ
とと,弔う対象が,飢餓に苦しむ人々であることが特異である｡そしてこ
の文章の主眼は,為政者の失政を批判するところにある｡
濃腸である貿誼｢弔屈原文｣に始まって晩唐までの｢弔文｣では,濁孤
及｢弔道程文井序｣以外に災害で亡くなった人を悼む｢弔文｣はない｡ほ
かの｢弔文｣は亡くなった人物を弔うというよりも,才能を持つ人物が適
切な処遇を受けなかったことを悲しむものである｡
また,濁孤及｢弔道程文井序｣の｢弔｣が,貢誼｢弔屈原文｣の｢弔｣
と意味が異なることは重要である｡前者は｢火事や洪水などの災害に遭っ
た国や民を弔う｣もので,後者は｢賢才不遇の人物が報いられないのを悼
む｣ものである｡ほとんどの｢弔文｣が後者である｡ほかの｢弔文｣が｢弔｣
を貢誼｢弔屈原文｣と同様の意味で用いるということは, ｢弔文｣史の中
で貢誼｢弔屈原文｣が大きな影響力を持っていることの証左になるだろ
う｡そこで,今述べた｢弔｣の字義について,資料を挙げて確認しておき
たい｡ ｢弔｣の字義については『文心彫龍』哀弔の言説が簡明なので,こ
こに引用する｡ここでは三種類の｢弔｣が挙げられているので,便宜上通
し番号を付した｡
(1)弔とは,至なり｡ 『詩』 (小雅｢天保｣)に云ふ, ｢神の弔る｣と｡
神の至るを言ふなり｡君子の令終(天寿を全うする)　誼を定め,事極ま
りて理哀し,故に賓の主を慰め,至到を以て言と為すなり｡墜溺禿道,弔
はざる所以なり(弔者,至也｡詩云, ｢神之弔臭｡｣言神至也｡君子令終定
誼,事極理束,故賓之慰主,以至到為言也｡堅溺乗道,所以不弔臭)
(2)又　宋水鄭火あり,行人　節を奉じ,囲災あり民亡び,故に同に
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弔ふなり｡育　廃壷を築き,賛　燕城を襲ふに及んで,史超,蘇秦,賓を
翻して弔を為し,民を虐げ敵を揖するは,亦た亡の道なり｡凡そ斯の例
は,弔の設くる所なり｡ (又宋水鄭火,行人奉辞,囲災民亡,故同弔也｡
及晋築鹿妻,奔襲燕城,史龍,蘇秦,翻賀為弔,虐民構敵,亦亡之道｡凡
斯之例,弔之所設也｡)
(3)或いは騰貴して以て身を須し,或いは狛盆して以て道に禿き,或
いは志有るも時無く,或いは行ひ美にして累を兼ね,迫って之を慰む,並
びに名づけて弔と為す｡ (戎騰貴以損身,戎狛念以東道,戎有志而無時,
戎行美而兼累,追而慰之,並名為弔)
(1)の｢弔｣は｢至る｣という字義である｡ 『毛詩』 『尚書』によく見
られる用例で,否定詞をともなうことが多い｡
(2)の｢弔｣は災害に遭った国や民を慰労するものだ｡経書を見てみ
ると,たとえば以下の用例がある｡ 『左伝』荘公十一年に, ｢秋,宋大水あ
り｡公　葛を弔はしめて,日はく, ｢天淫　雨を作し,菜盛に害す,之を
若何にして弔はざる｣と｡野へて日はく, ｢孤　賓に敬ならず,天降の災,
又以て君が憂ひと為す｣ (秩,宋大水｡公使弔寄,日, ｢天作淫雨,害於粟
盛,若之何不弔｣野日, ｢孤賓不敬,天隆之災,又以為君憂｣)｣とあり,
また『周鰻』秋官｢小行人｣に, ｢若し園に禍災有らば,則ち之を哀弔せ
しむ(若固有禍災,則令哀弔之)｣とある｡濁孤及の｢弔｣は,これに基
づいていることが分かる｡
(3)の｢弔｣は, ｢弔文｣の｢弔｣に相当する｡ただ死者を弔うだけ
ではなく,賢才不遇を嘆く要素が加わっている｡これは｢弔屈原文｣の影
響であろう｡このほかに,賢才不遇を伴わず,ただ亡くなった人を弔うと
いう｢弔｣もあるのだが,ここでは省かれている｡
以上のことから, ｢弔文｣の｢弔｣と濁孤及｢弔道程文井序｣の｢弔｣
は意味が異なることが分かる｡猪孤及｢弔道程文井序｣の｢弔｣は, (2)
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に相当し, ｢弔文｣の｢弔｣は(3)に相当する｡
次に, ｢弔文｣の対象について述べておきたい｡濁孤及｢弔道程文井序｣
は題材の面でも他の｢弔文｣と異なっている｡ ｢道程｣ (餓死者)は従来｢弔
文｣で用いられる題材ではない｡
｢弔文｣の題材は唐代において広がりを見せている｡たとえば,もとも
と｢歴史上の人物｣が題材であった｢弔文｣は,陳子昂と張説の｢弔文｣
によって, ｢戦没者｣も｢弔文｣の主題になっている｡
陳子昂の｢弔文｣は, ｢才能を持つ人物が報いられないのを悼む｣とい
う主題を継承しつつも,同時代人を弔う文を作っている｡王孝傑というす
ぐれた軍人が,卑怯な軍人のために非業の死を遂げた事件をもとにしてい
て, ｢弔文｣の主題｢才能を持つ人物が報いられないのを悼む｣に合致す
る｡戦死者を弔う｢国葬｣が『楚鮮』の作品であったことも後押しして,
戦没者を弔う新たな｢弔文｣が誕生したのである｡
これは｢歴史上の人物｣を題材とする従来の｢弔文｣の原則からはずれ
るものだった｡にもかかわらず,この作品が｢弔文｣の範囲を外延し,後
世に類似作品を生むことになった｡それは,陳子昂の｢弔文｣が,それま
での｢弔文｣の主題である｢賢才不遇｣を受け継いでいるためと思われる｡
また,物を弔う｢弔文｣が誕生したのも, ｢弔文｣の主題である｢賢才
不遇の人物が報いられないのを悼む｣から派生したためと思われる｡ある
物が適切に扱われていないと欺くことは, ｢才能を持つ人物が報いられな
いのを悼む｣ことと類似している｡よって由緒あるものが然るべき扱いを
受けていないことを嘆く｢弔文｣が誕生したのである｡このたぐいの｢弔
文｣は,唐代に数編書かれた後も,北宋･秦観が｢弔錘鐘文｣ (『准海集』
巻三一)を書いている｡
いずれも｢弔文｣の主題である｢才能を持つ人物が報いられないのを悼
む｣を軸としつつも,すこしずつ｢弔文｣の題材が広がってゆくことがわ
かる｡
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濁孤及｢弔道程文井序｣が後世に受け継がれなかったのは,ここに原因
があるのかもしれない｡濁孤及｢弔道程文井序｣は｢弔文｣の主題である
｢才能ある人物が報いられないのを悼む｣ことを継承していない｡そのた
め後世に濁孤及｢弔道程文井序｣の類似作品が生まれなかったのではなか
ろうか｡
四｢弔文｣に於ける天道論
これまで二幸･三章で,鴻孤及｢弔道程文井序｣がほかの｢弔文｣と異
なるところを明らかにしてきた｡本章では満孤及｢弔道種文井序｣がほか
の｢弔文｣と共通するところについて述べたい｡ ｢弔文｣が｢天道｣を問
う例は,その濫腸である貫誼｢弔屈原文｣にすでに見える｡この作品は屈
原が理不尽な扱いを受けたことを悲憤憤慨し,有為な人材が用いられない
のは, ｢天道｣が｢是｣ではないからだといい,あわせて自らの正当性を
主張する｡文章の真意は自らの不遇を訴えることにあり,自らが能力を持
ちながらもそれに見合った役職を得ないのを嘆くのである｡賓誼以降の
｢弔文｣はみなこの構造を受け継ぐ｡ ｢能力を持ちながらも相応の評価を
得なかった人物｣を惜しみ, ｢天道は是か非か｣と問いかけることを通じ
て,人間存在のあり方を問うている｡
猫孤及｢弔道程文井序｣では,序文で今回の災害が天命によるとし,つ
いで本文では,戦乱が起こって為政者の徳が衰えたため,禍が起こったと
する｡そして終結部で｢命問ふべからず,鳴呼蒼受よ｣と言う｡つまり濁
孤及は,この災害の原因が｢天｣にあるといいつつも,実は戦乱を起こし
た玄宗に起因するという｡戦乱が｢天｣に呼応して禍が起こったとする｡
序文で｢天｣を非難するとみせかけて,本文では為政者を批判する｡この
｢天｣や｢命｣という言葉に仮託して為政者を批判することは, ｢弔文｣
でよく用いられる論法である｡
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5)
｢天命｣を問う例として,張説｢弔囲蕩文｣ (『張燕公集』巻二五)を見
てみよう｡この文章は,契丹制圧の際に非業の死を遂げた王孝傑を悼むも
のである｡寓歳通天二年(六九七)午,契丹の李壷忠が誠州刺史孫南条と
共に叛乱を起こし,督州を陥れて自ら可汗と渡した｡李重恩の死後,孫高
菜が代わって賊軍を率い,巽州･滅州展願を陥れた｡そこで建安郡王武便
宜が十八商の軍を率いて征伐に当たり,前軍の王孝傑が精鋭の士を率いて
先鋒となった｡陸路を戦いながら進んでゆき,谷を出たところを賊に包囲
され,後軍の線管だった蘇宏曙は武器を棄てて逃げてしまった｡後援のな
くなった王孝傑軍は,賊に攻められ督中は潰乱し,王孝傑は谷に堕死し
た｡
武便宜の書記官として契丹征伐に随行していた張説は,王孝傑を悼む
｢弔囲蕩文｣を書いた｡前半で戦場の様子を描き,終結部で次のように天
に問うている｡
ああ
｢君親　見ずや,於戯　何ぞ天命の奄忽たる｡仁義の治兵をして,蟹夷の
すみ
停　骨と為きしむ｡六校を酸ぶるの飛将,五薯を閲たすの勤卒,吾　出ず
るを見るも締らず｡噴　名　存して　身　殺す｡ (君親今不見,於戯何天
命之奄忽｡倖仁義之治兵,為蟹夷之停骨｡駿六校之飛将,閲五薯之勤卒｡
吾見出今不蹄｡噴名存骨身投)｣
仁義の治兵が賛夷の捕虜となり,あるいは殺され,出軍した｢六校の飛
将｣ ｢五皆の勤卒｣が帰ってこなかった｡彼らの名は残るが身は滅びた｡
敵前逃亡した人物が生き残り,勇敢な王孝傑やその部下たちは敗死すると
いう不条理を天に訴えかけるのだ｡
このような｢天命｣を問う｢弔文｣にはほかに,李華｢弔古戦場文｣ (『李
遇叔文集』巻四),李観｢弔韓弁没胡中文｣ (『李元賓客文集』巻二)など
があり, ｢天命｣を問う面においては,猫孤及｢弔道程文井序｣もほかの
｢弔文｣と共通しているとみることができよう｡ただし,他の｢弔文｣が
屈原など不当な扱いを受けた賢人を弔い,それによって自らの正当性を主
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張するのに対して,濁孤及｢弔道程文井序｣は災害が続く理不尽さを訴え
て,遠回しに為政者の施政や対応を批判している点で相違している｡
結語
濁孤及が｢弔道程文井序｣を書いた動機は,玄宗の失政を批判すること
にあった｡そのために状況の類似した『詩経』 ｢雲漠｣をもとにしたので
ある｡ ｢雲漠｣は早に苦しむ状況を描くものであり, ｢弔道連文井序｣は飢
鯉と疫病に苦しむ状況を描く｡しかし｢雲漠｣を借りたのは眼前の惨状が
類似していたためだけではなく,その背景にある失政の状況も類似してい
6)
たのである｡すでにのべたように,猫孤及は｢弔道程文井序｣の中で,局
の　王を唐の玄宗に,周の宣王を唐の粛宗に重ね合わせている｡属王と玄
宗の類似点は,乱れた政治を行ったこと,都を離れて別の地に逃れたこ
と,別の地に逃れている間に(あるいは別の地で没したあと),息子が即
位したこと,政権の座にもどることがなかったことである｡
このような背景があるため,猶孤及｢弔道程文井序｣は｢楚辞｣には基
づかず, 『詩経』 ｢雲漠｣に基づく特異な｢弔文｣になったのである｡
注
1)同書は一九九〇年一〇月に増訂版が刊行された｡また,福井佳夫氏による翻訳
『中国の文章-ジャンルによる文学史-』 (汲古書院　二〇〇四年三月)があ
る｡
2)拙稿｢唐代弔文小孝一陳子昂と張説を軸として-｣ (『国学院中国学会報』五〇
二〇〇四年一一二月)｡以後前稿と称する0本稿は論述の都合上,前稿と重複する
部分があることをご了承願いたい｡
晩唐までの｢弔文｣については,同稿注1)の｢弔文｣リストを参照された
い｡なお,本稿でいう｢弔文｣は,中尉古典における一文体を指しており,現
在用いられている弔辞･弔文とは別のものである｡
3) ｢天｣ (『中国思想文化事典』 p.3　東京大学出版会　二〇〇一年七月)｡なお,
中国における天道論については,川勝義雄『中国人の歴史意識』 (平凡社　一九
濁孤及｢弔道程文井序｣考　　227
九三年六月)を参照されたい｡
4) ｢天｣ (『中国思想文化事典』 p.3　東京大学出版会　二〇〇一一ヰ七月)
5)張説｢弔囲蕩文｣については前稿｢唐代弔文小考一陳子昂と張説を軸として-｣
(『国学院中国学会報』五〇)ですでにふれた｡
6)ただ,両作品の視点には差異がある｡ ｢雲漢｣は為政者宣王の視点であり, ｢弔
道程文井序｣は下級官僚の濁孤及の視点から描かれている｡ ｢雲漠｣は為政者宣
王が自らの執政を正当化し,なぜ雨を降らせないのかと天に問いかける｡一方
｢弔道程文井序｣は卜級官僚の猫孤及が,日晒した惨状を天に問いかける形式
をとり,暗に天子の失政を批判しているのである｡ ｢弔道程文井序｣の主眼は失
政の批判にある｡
